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ウクライナの避難民に十分な支援と救済を求める意見書につ

いて

上記の議案を、地方自治法第９９条及び木津川市議会会議規則第１４条第

１項の規定により、別紙のとおり提出します。



ウクライナの避難民に十分な支援と救済を求める意見書（案）

ロシアによる隣国ウクライナへの軍事侵攻は、ウクライナの主権および領土の

一体性を侵害し、明らかに国連憲章に違反する行為であり、断じて許されません。

また、核の脅威を背景に、他国を威嚇することは断じてあってはならないこと

であり、核兵器の廃絶と世界平和を願う唯一の戦争被爆国である日本国民の思い

を踏みにじるものであります。非核平和都市宣言を行っている木津川市の議会は、

ロシア軍によるウクライナへの攻撃や主権侵害に対し、満身の怒りを持って抗議

するとともに、人々の尊い命と平和を奪う侵略行為を即時中止し、ロシア軍の完

全かつ無条件での撤退を強く求めます。

国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）の報告では、ウクライナで軍事行動

が開始され、情勢は著しく悪化しています。すでに子どもや民間人を含めた多く

の犠牲者が出ており、２月２４日以降、すでに３３０万人以上（３月１８日現在）

が安全を求めて国境を越え、難民となり、ポーランド、ハンガリー、ルーマニア、

モルドバといった隣国に避難を強いられています。

日本政府においては、国際社会との緊密な連携のもと、徹底した人道支援を行

い、一刻も早い平和解決に全力を尽くすことと、以下の事項を強く要請します。

記

１ ウクライナ政府や国連や国際機関を通じて、避難民となっているウクライ

ナ国民に十分な食料・医薬品・衣料などの支援が届くよう全力を尽くしてく

ださい。

２ 各自治体もウクライナからの避難民の受け入れを表明しているが、それら

がスムーズに進むように政府として対応してください。

３ 避難民を受け入れるチャーター機を用意するなど、日本に避難を希望する

すべての避難民が避難できるようにしてください。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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